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こ
の
度
、
町
民
の
健
股
づ
く

り
と
体
力
の
向
ｔ
を
は
か
る
た

め
に
、
早
朝
体
力
づ
く
り
巡
動

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

去
る
六
月
七
、
に
、
第
一
回

川
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
初
の

試
み
と
あ
っ
て
、
約
五
十
人
ぐ

ら
い
の
参
加
者
で
し
た
。
そ
れ

で
も
参
加
者
た
ち
は
、
は
つ
ら

つ
と
し
て
お
り
、
準
備
運
動
を

し
た
あ
と
芦
野
公
剛
に
向
っ
て

歩
き
、
朝
食
前
の
軽
い
連
動
に

早
朝
体
力
づ
く
り
運
動

快
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

不
眠
で
悩
む
方
も

な
か
な
か
寝
つ
か
れ
な
い
、

程
つ
い
て
も
す
ぐ
側
が
さ
め
て

し
ま
う
。
何
Ｈ
も
眠
れ
な
い
川

が
統
く
。

こ
う
い
う
方
に
も
早
朝
体
力

づ
く
り
迎
勤
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
連
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

気
分
転
換
に
も
な
り
、
適
度
な

体
の
疲
れ
で
体
が
休
養
を
要
求

す
る
よ
う
に
な
り
、
夜
に
は
ぐ●

っ
す
り
眠
れ
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

早
起
き
は
三
文
の
得

昔
か
ら
い
い
伝
え
ら
れ
て
い

る
”
早
起
き
は
三
文
の
得
“
と

い
う
こ
と
を
、
現
代
の
生
活
に

も
当
て
は
め
た
い
も
の
で
す
。

「
私
は
低
血
庄
だ
か
ら
朝
が
弱

い
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く
川
き

ま
す
。
あ
る
程
度
は
影
響
し
ま

▽
期
間
・
川
時

九
〃
十
三
川
ま
で

征
過
川
唯
川

朝
六
時
～
七
時

▽
対
象

老
若
男
女
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

▽
内
容
・
場
所

○
早
朝
歩
こ
う
会

役
場
庁
舎
前

○
早
朝
ジ
ョ
ッ
キ
ン
グ
教
室

芦
野
公
剛
駐
車
場

○
早
朝
ト
レ
セ
ン
開
放

農
業
石
ト
レ
ー
ー
ラ
グ
セ
ン
タ
ー

▽
毎
皿
カ
ー
ド
に
参
加
印
を
押

し
、
多
凹
参
加
者
に
は
尚
肋

を
差
し
ｋ
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
程

去
る
五
月
十
一
ｕ
に
、
稲
作

艘
家
や
艘
協
組
合
風
ら
が
参
加

し
て
、
昭
和
五
十
六
年
度
水
稲

行
苗
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
安
全

確
収
の
基
礎
と
な
る
苛
苗
技
術

の
優
れ
た
腱
家
を
選
抜
表
彰
し
、

そ
の
技
術
内
容
を
公
表
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
米
蘭
向
上
と
農
家

経
営
の
安
定
を
図
る
の
が
川
的

で
す
。毎

年
、
金
木
、
粥
瀬
間
組
合

蝋
ら
の
参
加
で
健
茄
行
成
の
技

術
が
競
わ
れ
、
こ
と
し
も
町
内

各
地
Ⅸ
の
稲
作
出
家
が
、
手
塊

に
か
け
た
術
を
公
開
し
、
審
査

し
た
結
果
、
雌
優
秀
賞
に
山
川

敏
雄
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

す
が
、
そ
う
思
い
込
む
こ
と
が

い
ち
ば
ん
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
か
え
っ
て
交
感
神
経
の

活
動
を
抑
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

朝
は
早
め
に
起
き
て
、
徐
々

に
体
を
動
か
す
。
そ
し
て
朝
食

を
と
る
。
こ
れ
が
一
川
の
心
と

体
の
他
服
に
つ
な
が
り
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年

水
稲
育
苗
コ
ン
ク
ー
ル
実
施

●
な
お
審
査
に
は
、
金
木
地
区

農
業
改
良
筈
及
所
、
蝶
経
済
連

金
木
農
協
、
役
場
な
ど
か
ら
十

二
人
の
辮
査
員
が
当
た
り
、
苗

代
で
の
育
苗
状
況
な

ど
に
つ
い
て
慎
亜
な

審
在
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

蝿

結
果
は
次
の
通
り
で

す
。▽

最
優
秀
賞

山
口
敏
雄
（
長
一
Ｍ
）
一
ｆ
一

▽
優
秀
賞
一
価
・

叩
川
酔
嘩
一
峅
鯏
一
一
一
一
吋
↑
ｎ

▽
優
良
賞

一
一

吉
川
俊
逸
（
蒔
川
）

岡
川
勲
（
Ｕ
墹
川
幸
示

一
郎
（
長
窟
）
川
中
甑
室

’
ご利用下さい

ﾜ月1日から身近な図害室

雄
（
湯
の
川
）
川
中
賢
一
（
蒔

川
）
松
橘
浩
（
更
生
部
落
）
泉

谷
義
昭
（
川
倉
）

今
年
の
苗
代
期
間
の
天
候
は

順
調
に
経
過
し
た
が
、
田
植
え

後
の
低
温
、
強
風
に
よ
り
、
代

枯
れ
が
多
く
発
生
し
、
初
期
生

育
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
。

真
剣
な
表
情
で

審
査
に
取
り
組
む

＝一一一ーー＝＝画一ー＝一一…一一…

(2）
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役場町民ホールに気軽にご利

用できるように移動図書館が設

けられます。役場に用事のあ

ったついでや、買物の帰り等

ちょっとお立ち寄り下さい。

この本は、県から寄贈された

もので、約五百冊が皆さんのご

利用をお待ちしております。

手続等は案内窓口の石戸谷せ

つ子さんの所まで申し出下さい。
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▼
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な

い
▼
不
親
切
な
め
に
あ
っ
た

▼
手
続
き
な
ど
、
ど
う
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
い

▼
こ
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
は

金木町

農業委員会委員選挙

投票日7月17日(金）

七
月
十
九
日
で
任
期
満
了
と
な
る

農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
は
、

自
治
省
・
農
林
省
の
指
導
の
も
と

に
全
国
統
一
し
て
七
月
十
日
告
示
、

同
十
七
日
投
票
日
と
決
ま
り
ま
し
た
・

当
町
に
お
け
る
選
挙
区
及
び
資
絡
を
有
す
る
行
で
も
名
簿

定
数
は
次
の
通
り
で
す
。
か
ら
脱
漏
し
て
い
る
と
き
は
投

▽
第
一
選
挙
区
（
金
木
地
膣
）
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

定
数
七
名
不
在
打
投
票
は
七
月
十
川
か

▽
第
二
選
挙
区
（
嘉
瀬
地
区
）
ら
Ｍ
十
六
日
ま
で
、
毎
日
午
前

定
数
五
名
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

▼
第
三
選
挙
区
（
喜
良
市
地
瞳
）
で
行
な
い
ま
す
。

定
数
三
名
身
体
障
害
者
手
帷
を
お
持
ち

選
挙
人
名
薄
は
本
年
一
月
一
で
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
（

日
現
在
で
調
整
さ
れ
、
二
月
二
在
宅
投
票
）
を
希
望
す
る
方
（

十
三
日
か
ら
十
五
日
間
選
挙
人
手
帳
に
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害

が
縦
覧
し
、
三
月
三
十
一
口
確
一
級
若
し
く
は
二
級
、
心
臓
、

定
し
た
も
の
を
使
剛
し
ま
す
が
、
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
陣

な
ど
、
役
所
の
こ
と
で
苦
怖

や
意
兄
の
あ
る
方
は
、
ど
ん
な

小
さ
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

行
政
相
談
は
、
こ
れ
ら
の
相

談
に
応
じ
る
た
め
に
、
行
政
管

理
庁
が
、
各
市
町
村
に
行
政
相

談
委
員
を
委
嘱
し
て
、
住
民
の

声
を
十
分
に
行
政
へ
反
映
さ

せ
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
を
と

い
う
こ
と
で
始
め
ら
れ
た
制
度

で
す
。相

談
は
直
接
口
頭
で
申
し
出 ●

ら
れ
る
の
が
よ
い
の
で
す
が
、

簡
単
な
も
の
は
地
納
で
も
手
紙

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
淡
委

只
が
親
身
に
な
っ
て
相
淡
に
応

じ
ま
す
。

口
杣
談
委
風

田
村
雄
三
氏

金
木
町
大
字
金
木
小
川
町

孟
２
１
２
２
３
２

行
政
管
察
局
長
よ
り

感
謝
状
授
与

ｳ

害
が
一
級
若
し
く
は
二
級
と
排

か
れ
て
い
る
も
の
）
は
、
な
る
べ

く
早
い
期
間
に
郵
便
投
票
証
明

件
の
交
付
を
町
選
笹
よ
り
受

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
い
ま
ま

で
の
選
挙
で
郵
便
投
票
証
肌
蒋

の
交
付
を
受
け
て
い
た
方
も
、

農
委
の
選
挙
に
つ
い
て
は
あ
ら

た
め
て
取
り
な
お
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
の
舗
求
は
七
川
十
三

川
ま
で
で
す
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
よ
り
第

六
投
票
区
（
大
東
ヶ
丘
地
Ⅸ
）

の
投
票
が
正
規
の
時
間
、
午
前

七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

こ
の
度
、
当
町
の
行
政
扣
談

委
幽
の
川
村
雄
三
さ
ん
が
、
そ

の
行
政
机
談
活
動
が
特
に
顕
杵

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
断
森
行

政
監
察
肋
踵
よ
り
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

L

●
ーー

先
川
場
で
紹
介
し
ま
し
た
、

「
罷
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
」

（
会
長
Ｉ
木
村
治
利
）
で
発
行

計
画
し
て
い
た
、
ふ
る
さ
と
の

研
究
成
果
の
本
、
『
ふ
る
さ
と

の
か
た
り
べ
』
が
六
川
一
日
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
の
一
部

は
次
の
通
り
で
す
。

○
『
イ
ゴ
ク
六
』
『
天
明
の
飢
睡
』

○
巾
杣
木
部
落
成
立
と
氏
族
椛

成
の
研
究

○
蝿
瀬
今
背

○
柿
本
人
麻
呂
と
『
伊
呂
波
歌
』

;、るざとグ）

団
現
悶
凰
ａ
奉
唱

かたりぺ 嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
②

嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
②

嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
②

第 一 薮

○
嘉
瀬
八
幡
宮
考
察

○
津
軽
の
道
の
変
遷
に
係
る
『

道
』
の
社
会
史

配
付
で
き
る
部
数
は
二
百
部

限
定
で
先
耕
順
に
配
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
希
望
の

方
は
、
お
早
め
に
お
求
に
な
っ

て
下
さ
い
。

お
求
め
先

嘉
瀬
農
業
協
刷
組
合
内

扣
当
木
立
ヒ
サ

壷
３
１
２
０
６
７

嘉湘ふるさとをさぐる盆発ｻラ

一
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○
の

延
鞍
元
一
広
今
政
光
毛

待
望
の

内
英
文
、
松
島
恒
栄
ｂ
野
呂
正
、

商
工
会
館
建
設
決
ま
る
，
中
州
慎
一
（
岑
誠
蝿
・
秋
元
溝

金
木
町
商
工
会
館
建
設
の
起
場
東
側
の
一
部
で
、
趣
設
総
面
貞
、
鄙
藤
義
雄
、
角
田
徳
太
郎
、

工
式
が
、
六
月
十
一
日
午
前
十
積
四
百
五
十
三
六
㎡
総
工
工
藤
勝
雄
、
蛎
藤
廊
一
、
長
尾

一
時
か
ら
関
係
者
約
三
十
名
が
関
三
千
六
百
六
十
万
円
で
今
秋
岩
雄
律
勘
幸
雄
、
大
沢
善
則

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
九
月
下
旬
完
成
の
予
定
で
す
。
斉
藤
義
信
、
中
谷
孝
、
松
山
寿

現
在
、
商
工
会
蛎
務
所
は
役
樹
、
葛
西
照
光
、
福
山
初
枝
、

商
工
会
新
役
員
。

場
の
一
室
を
借
り
受
け
て
い
る
監
事
津
島
憲
、
荒
関
春
夫

も
の
で
、
利
用
に
不
便
を
き
た
会
長
白
川
兼
五
郎

し
て
お
り
建
設
が
待
ち
望
ま
れ
副
会
長
角
田
良
逸

事
業
計
画
役

て
い
ま
し
た
。
其
田
輝
夫

金
圭

、

建
設
場
所
は
、
役
場
前
駐
車
理
事
長
内
誠
三
ｉ
福
山
光

郷
土
に
緑
と
鰹
宮
な
森
林
そ
の
周
囲
は
見
覗
な
ヒ
バ

資
源
を
ｌ
と
さ
る
五
月
十
三
の
木
が
立
ち
並
ん
で
お
り
参

日
、
金
木
営
林
署
と
金
木
町
加
者
た
ち
は
森
林
資
源
の
大

共
催
の
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、
切
さ
を
は
だ
で
感
じ
と
り
、

山
垣
署
長
、
田
中
町
長
ら
関
植
樹
し
た
苗
が
り
っ
ぱ
な
大

係
者
約
百
人
が
二
十
七
ａ
の
木
に
生
長
す
る
よ
う
に
思
い

山
の
斜
而
に
杉
を
は
せ
て
い
ま

繩
獄
聰
．
〃
郷
土
に
緑
を
〃
し
た
．

植
樹
祭
の
行
合
同
植
樹
祭

わ
れ
た
魯
良
市

議

山
は
本
県
で
は
代
表
者

的
な
ヒ
バ
の
生
産
地
蔀

で
こ
の
日
は
町
か
ら
む

約
十
五
キ
ロ
山
奥
へ
噸

入
っ
た
通
称
「
相
の
靭

山
」
で
植
樹
し
ま
し
樹

た
。

植

●

金
木
町
子
供
会
育
成
連
合
会

金
木
町
子
供
会
育
成
連
合
会
副
会
長
白
川
昭
夫

で
は
、
五
月
二
十
三
日
に
総
会
斉
藤
正
弘

を
開
き
、
本
年
度
の
事
業
計
画
、
理
事
山
本
麿
、
今
時
彦
、

役
員
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
阿
部
正
一
、
米
谷
哲
、
田
中

▼
事
業
計
画
悦
子
、
今
勝
広

１
、
子
供
会
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
監
事
秋
元
金
剛

２
、
親
子
の
集
い
（
運
動
会
）
西
村
万
吉

３
、
下
級
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
事
務
局

４
、
世
話
人
の
研
修
な
ど
庶
務
今
ト
シ

▼
役
員
会
計
中
村
利
宗

会
長
古
川
明
美

'

み
ん
な
で
街
を
き
れ
い
に
し
ま
し
よ
う
／

○
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に

○
車
で
ゴ
ミ
を
迎
搬
す
る
時
は
道
路
に
落
さ
な
い
よ
う
に

○
川
倉
女
坂
ゴ
ミ
捨
て
場
は
「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」
の
投
棄
場
で

す
。
燃
え
る
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に

○
各
部
落
の
郊
外
に
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た

愛
す
る
郷
土
を
ゴ
ミ
公
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

事
業
計
画
役
員
な
ど
…

l’■？

’
● 木

村
七
海
（
武
美
砧
卿
（
蕊
千
霧
躍
巍
淵
一

幅
美
睡
鑪
巍
編
露
露
蕊
轤
獅
一

淵
佑
鰐
課
蕊
繩
震
潤
莞
蕊
初
霜
一

舳
騨
藤
燕
州
露
韓
蕊
鹿
榊
一

長
尾
等
（
美
津
広
）
〃

宮
崎
秀
人
（
博
明
）
喜
良
市
（
雑
誌
友
》
堯
種
硫
一
誹
良
耐
一

鍛
釧
崎
榊
一
存
蔀
稚
咋
嘉
鋤
（
虹
権
轆
稚
恋
垂
福
別
噸
一

鱸
江
躍
峨
潅
鮴
穂
三
鍵
蕊
順
纈
一

誇
川
諦
挫
一
雄
署
一
》
良
榊
（
癖
跨
鍛
詣
誌
錘
刺
京
鍾
一

鴫
海
康
平
（
久
治
）
参

福
士
恵
理
香
（
信
一
）
金
木
（
”
唾
祐
奔
電
鍵
稚
請
準
蝿
一

松
橋
美
保
（
正
樹
）
〃

鎌
田
祐
紀
（
勝
也
）
〃

霊
一
表
蕊
巍
間
噸
一

訶
生
と

誕
で

ご
め伝

曇
（
稚
嘩
蝿
誠
一
巷
酔
一
舛
銚
跡

（
織
梨
鑪
巍
蒲

象
立
輔
蕊
葱
殿

（
葬
癖
恵
率
認
一
罎
藝
郵
輝
醒
嚥

－ご結婚一
おめでとう

酷＝‐ー一一＝ー一一一一一■■
■■一一
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昭
和
五
十
六
年
四
月
、
五
月
、

六
月
分
の
川
趾
年
金
の
保
険
料

は
、
も
う
納
め
ま
し
た
か
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、

万
一
、
猟
故
が
あ
っ
た
時
、
障

脊
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受

け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
将
来
、

老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
過
去
の
保
険
料
に
納

め
忘
れ
が
あ
る
時
は
、
二
年
前

ま
で
の
分
で
あ
れ
ば
、
あ
な
た

こ
の
迩
肋
は
〃
禍
祉
の
心
“

を
以
内
す
み
ず
み
に
ひ
ろ
め
る

連
動
で
す
。

こ
の
た
び
連
動
の
関
心
を
商

め
る
た
め
に
写
真
及
び
作
文
を

募
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ｌ
禰
祉
の
写
爽
ｌ

▼
応
募
方
法

、
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
白
蝶
・
カ
ラ
ー
で
４
つ

切
り
単
写
真
と
す
る
。

▼
作
品
の
内
容

広
く
社
会
禰
祉
に
関
す
る
も

国
民
年
金
の

保
険
料
は

忘
れ
ず
に

愛
の
輪
を
広
げ
る
県
民
運
動

の
住
所
地
を
笹
轄
す
る
社
会
保

険
噸
務
所
に
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

川
民
年
金
の
保
険
料
に
納
め

忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一
度
調

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
の

刷
民
年
金
係
か
、
社
会
保
険
邪

務
所
ま
で
お
郡
ね
く
だ
さ
い
。

川
趾
年
金
の

険
料
は
、
一
ヵ

川
分
が
四
千

心
身
障
脊
荷
禰
祉
向
上
に
ち

な
ん
だ
作
岫
を
希
認
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

商
校
生
、
大
学
生
、
一
般

▼
賞岐

優
秀
曲
一
名
（
批
状
・
曲
金
）

優
秀
世
三
名
（
〃
）

佳
作
曲
五
名
（
〃
）

ｌ
福
祉
の
作
文
ｌ

▼
応
募
方
法

の
で
す
が
、

脚
際
障
杏
打

・
・
・
一
列
ノ
・
Ｇ
Ｅ

卸
に
力
人
力

保
険
料
免
除
の

手
続
き
は

お
早
目
に

●

五
両
円
で
す
が
、
失
業
や
少
収

入
な
ど
の
た
め
、
保
険
料
の
納

付
が
閲
雌
な
方
は
、
申
し
出
に

よ
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

七
Ｎ
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ

ば
、
今
年
の
四
川
分
か
ら
向
う

一
年
間
は
有
効
で
す
。

保
険
料
が
免
除
さ
れ
て
も
、

障
褥
年
金
な
ど
は
納
め
た
人
と

Ｍ
様
の
額
を
受
け
ら
れ
ま
す
か

ら
、
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必

ず
お
住
ま
い
の
役
場
町
民
裸
川

脈
柵
川
紙
五
枚
以
内
の
も
の

▼
作
品
の
内
容

広
く
社
会
禰
祉
に
関
す
る
も

の
、
例
え
ば
、
奉
仕
活
動
の

こ
と
、
お
年
寄
り
の
こ
と
、

身
体
の
不
向
山
な
人
の
こ
と
、

川
塚
ぎ
家
庭
の
こ
と
な
ど
。

▼
応
募
資
格

小
学
生
・
中
学
生

▼
賞

年
金
係
に
免
除

の
申
し
出
を
し

て
下
さ
い
。

一
人
一
点
向

作
で
未
発
表
の

の
で
川
面
字
誌

善
意
の
窓

▽
米
川
コ
ス
モ
ス
会
で
は
腱
協

二
階
に
お
い
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
州
樅
し

益
金
五
刀
円
を
祉
協
に
寄
付
い

た
し
ま
し
た
。

▽
蒔
川
の
傍
貼
リ
ッ
さ
ん
が
番

典
返
し
の
一
部
と
し
て
一
刀
円

を
祉
協
に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
老
齢
年
金
は
免
除

を
受
け
た
期
間
だ
け
二
分
の
一

に
減
ら
さ
れ
ま
す
の
で
、
保
険

料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
追
納
を
し
て
く

だ
さ
い
。
十
年
以
内
の
分
な
ら

ば
、
旧
料
金
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
ら
れ
ま
す
。

舷
優
秀
批
二
調
（
尚
状
・
批
品
）

優
秀
尚
三
潴
（
〃
）

佳
作
賞
五
名
（
〃
）

※
応
募
先
、
問
合
せ
先

金
木
川
社
会
柵
祉
協
縦
会

釜
③
三
空
、
③
二
一
丙
線
型

●
（
抑
却
千
“
猴
一
唾
跨
一
捷
分
畔

（
轆
封
芙
辨
泓
一
錘
郵
一
御
浦
細

雨
Ⅲ
岬
刑
（
罎
柿
呼
嘩
岬
酔

（
訟
岬
る
雌
罹
一
州
都
一
岬
求
岬

（
伽
梱
健
利
一
》
啼
一
榊
海
“

（
”
幟
ま
吋
碑
廊
鎚
畔
所
榊

（
岬
川
つ
》
徳
癌
弐
一
錨
蜘

（
祁
仙
榊
纒
一
細
畦
一
辮
手
鋤

（
州
剛
州
硫
一
地
是
川
一
岬
哩
州

（
柵
雑
（
硴
郷
州
州

（
坤
峠
州
茄
一
幟
岬
一
金
参
木

（
擁
榊
雅
識
一
華
啼
一
鍼
所
鋤

緬
刺
郷
準
獅
妙
唾
張
畔

（
”
岬
識
匪
一
》
“
一
州
畔
伽

へ
花
川
一
志
（
椛
肺
）
噺
瀬

一
対
蝿
昭
子
（
腕
雄
）
金
木

（
灘
轍
（
峠
噸
）
川
倉

叫
↑
一
郎
）
東
京
部

来
来
来
米

沢
川
繁
太
郎

工
藤
兼
次
郎

州
谷
尚

小
山
内
ふ
み

古
川
ヨ
ソ

今
タ
マ

梨
谷
古
秀

藤
川
与
吉

川
小
定

安
川
ハ
ル

エ
藤
哲
也

岻
海
蝿
汽

泉
谷
ソ
ョ

藤
北
栄
治

〆一、一、へへへ

松工桑藤土今今－－．飛千
'l;h藤H]咲門jf内111
弧久淀ふ
剴茂芙紅II1秀じⅡHII旧耕
･~r･雄･.r･昭紀昭j'一悦子･一

へ 〆､へ

蕊嘩蕊蕊遜
金南恕束一|上班密ケ1'f金
部良京海良沢森

木Ⅲl.11j部迩瀬巾H1l.-'lj木

来
来
米
米
》

（
帥
才
）

（
弘
才
）

（
顕
才
）

（
団
才
）

（
万
才
）

（
弱
才
）

（
卯
才
）

（
沌
才
）

（
鯛
才
）

殉
才
）

（
３
才
）

（
踊
才
）

（
師
才
）

（
記
才
）

金川班 藤金再川粥窪溌金川 金
〃良良

木、瀬枝木巾倉瀬巾瀬木倉 木

…ロ… …己 一一 ………… …
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お知らせ蕊溌溌韓瀧悪
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懇
懇
醗
溌
無
難
瀧
騨
準

憩
溌
溌
誰
識
識
溌
識
謡
溌
瀦
溌
溌
識
溌
溌
謡
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燕溌騨お知らせ蕊
●

部員を募集してます

体力琳進、健康保持のためにあ

なたもやってみてはいかがですか。

○ママさんバレ－

若いママさんを望みますが特に

問いません

叩込みは朝日町の秋元洋子さん

まで念3－2565

○柔道

老若男女問いません。女性の方

も大歓迎です。

申込み、詳しいことは、見崎町

の金本正三さんまで

し尿浄化槽を設置して

おられる皆さんへ

これまで、検査は青森県環境衛

生課が実施してきましたが次のと

おり検査機関が変わりました。

口検査機関

社団法人

青森県浄化槽検査センター

青森市本町4丁目3の6

(a0177-73-6680)

口検査手数料

献血にご協力を.ノ

宇宙時代といわれる今I]ですが

どんなに科学の粋をこらしても、

まだ人工的に血液を造りだすこと

はできません。

こまったときのため、こまって

いる人のために献血に御協力くだ

さい。

□とき・ところ

6月29日（月）

10:30～12:00

金木町役場前

13:30～15:00

金木病院前

4

念3－2349

●

【あなたの善意】あなたの人権擁護講演会

※詳しくは㈱青森県浄化槽検査セ

ンター､県環境衛生課最寄りの

各保健所又は役場民生課へお問

い合わせください。

口対象

□とき

□ところ

口講師

全町民

7月10l1午前10:00～正午

金木町II』央公民館

田澤康三郎氏

社会福祉のために役立てて~ドさ

いと、川崎市の稲川重吉さんが、

桜まつりの益金五千円寄付されま

した。

一

一一I

防ごう非行
助けよう立ち直り

みんなで守ろう交通ルール

暴走をしない

させない見にいかない
社会を明るくする運動

7月1日～7月31日

… ■画一一一一画一
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規模(人槽）

l～10

11～20
Fー亀一再1

21～100

101～300

301～500

検査手数料

3，000円

5，000円

6，000円

8，000円

10，000円


